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令和 3 年 4 月 1 日より消費者に対して、商品の販

売、役務の提供などを行う場合の価格表示に総額表示

が義務付けられます。「総額表示」とは、消費者に商

品の販売やサービスの提供を行う課税事業者が、取引

価格を表示する際に、予め消費税額を含めた価格を表

示することをいいます。対象となる価格表示は、商品

に添付又は貼付される値札等、店頭における表示、チ

ラシ広告、新聞・テレビによる広告など、消費者に対

して行われる価格表示であれば、それがどのような表

示媒体により行われるものであるかを問いません。 

なお、事業者間での取引は総額表示義務の対象とは

なりませんのでご注意ください。
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【税務署はタンス預金をお見通し？】 

個人的な財産について、税務署はどの程度まで把握しているのだろ

うか。このような疑問を抱いたことはありませんか？不動産や預

金、株などは法務局や銀行、証券会社に問い合わせれば容易に把握

できますが、タンスの中の現金までは分からないだろうと思ってい

る人は多いのではないでしょうか。ところが、これがそうでもない

のです。国税庁では適正かつ公平な税金の負担や、その徴収の実現

のために申告書の収受や処理、納税者の管理、調査・指導、資料情

報の収集や管理、税務に関する相談などといった一連の業務につい

て「国税総合管理（ＫＳＫ）システム」を使っています。これは全

国の国税局と税務署をネットワークで結び、情報を一元的に管理す

るシステムです。私たちの収入や財産は、給与の源泉徴収票や毎年

の確定申告により把握されているのです。例えば、ある家族に相続

が発生した場合、被相続人（亡くなった人）の生前の収入からする

と２億円ほどの財産があってしかるべ 

きだとＫＳＫシステムが予想したのに 

対し、申告書には１億円と記載されて 

いたとします。被相続人が生前に使っ 

てしまったのか、またはタンス預金な 

どで１億円ほど隠し持っているのか。 

それを確かめるために税務調査官が出向いて真実を追求する流れ

となります。悪いことはできない仕組みになっているようですね。



意欲も気力も十分な今

月はチャンスも多く、

色々なことに挑戦でき

るようです。家族に目

を向けるとさらに吉！

心身の疲れを癒してリ

フレッシュするのに良

い運勢。近くの旅行な

どでストレス解消をは

かるとよいでしょう。

物事に好転の兆しが見

える運勢のようです。

足元を固めながら進む

ことで発展への糸口が

見つけられそうです！

大きな変化を感じる運

勢。コミュニケーショ

ン力もＵＰするので誠

実さをアピールすれば

協力者を得られます。

今月の商売のヒント：【シンプルなごちそう】 

優れた経営者の中には、ひそかに茶道の心得のある人が少なくないと聞きます。400 年以上も続く究極のおも

てなしの心として世界にも知られている茶道。その本質は、亭主（主催する人）が一期一会の精神で正客を 

おもてなしすることです。茶道の世界観に経営者としての道を求めるのは、ごく 

自然なことかもしれません。茶道の創始者ともいえる千利休が説いた茶道の在り 

方に「利休七則」があります。 

一則、茶は服のよきように点（た）て（相手の状況や気持ちを考えながら心を込 

めて茶を点て） 二則、炭は湯のわくように置き（的確に誠実に準備を行い） 

三則、夏は涼しく冬は暖かに（相手が心地良いと感じるようにもてなし） 

四則、花は野にあるように（本質を見極め） 五則、刻限は早めに（心にゆとりを持ち） 六則、降らずとも

雨の用意（万全に備え） 七則、相客に心せよ（お互いを尊重しあう） 

つまり利休七則とは人をもてなすときの心得です。今さらと思った人もいるでしょ 

うか。まさにそんな逸話があります。ある日、弟子が茶の湯の極意を求めてきたの 

で、千利休はこの七則で答えたそうです。すると弟子は「それくらいのことなら私 

もよく知っています」と言ったそうですが、それに対して千利休は「七則ができる 

なら、私はあなたの弟子になりましょう」と返したそうです。日本人は古来より 

「和の心」を大切にしてきました。けれど「相手のため」や「尊重しあう」といったことは、ただ自分を相手

に合わせていればいいというものではありません。例えば、炊きたての白いご飯、おみそ汁、お漬け物の組み

合わせはシンプルにしてある意味、最高のごちそうです。とはいえ、この３つを全て混ぜてしまったら、それ

ぞれの味も組み合わせのバランスも台無しです。ご飯はお茶わんに、おみそ汁はおわんに、お漬け物は小鉢に

入れて、それぞれの器がひとつのお膳に収まってこその「ごちそう」です。大上段に構えなくても、身の回り

に今すぐできる小さなことはありませんか。商売は「シンプルなごちそう」でありたいものですね。

若者をひきつけています。ネット環境で育ったデジタルネーティブ世代には、現像が必

要なフィルムカメラや手間のかかるカセットテープのアナログ感は新鮮です。レトロな

純喫茶や銭湯では、意外にも常連客との会話を積極的に楽しむ若者が急増しているとか。

最先端の無機質さとは対局にある、人間味あふれる温もりに癒しを感じているようです。

昭和レトロがじわりとブームです。ノスタルジーを感じる 40 代

以上の世代はもとより、古くて新しい世界が 10代や 20代の 

今月の商売のヒント：【過去に学び、自然に学び、人に学ぶ】 

10 年前の２０１１年は「水」の年だといわれました。世界各地で水害が相次ぎ、日本では甚大な震災による

大津波が、尊い命や人々の生活や大事な思い出を奪っていきました。水にまつわる悲しい出来事が多かった

一方、夢のある「水」の話題もありました。アメリカ航空宇宙局（ＮＡＳＡ）に 

よれば、太陽系以外で約 1200 個の惑星候補が発見され、そのうち 54個には生命 

に欠かせない水が存在する可能性があるとのことでした。水と空気のある地球は 

「奇跡の星」と呼ばれますが、奇跡の星がほかにもあるかもしれないと話題にな 

った記憶があります。命を育む一方で命を奪っていく水。水に感謝しても、水を 

恨んでも、水はただ水としてそこにあるだけです。それが現実というものであり、 

あるがままの現実を受け入れることで私たちは自然と共生していけるのでしょう。「ゆく河の流れは絶えずし

て、しかももとの水にあらず」。川の水は絶えることがなく、しかも決して同じ水ではないという『方丈記』

の冒頭の一節は、常に遷（うつ）り変わっていくこの世のはかなさを説いています。すべてのものは刻一刻と

変化して、世の中は思い通りにいきません。それを重々承知の上でも、こんなはずではなかったと嘆きたくな

ることもあります。頭で分かっていても心がついていかない。その時間のどれほど苦しいことでしょう。 

その苦しみから自分を解放するには現実を受け入れるしかありません。１９９４ 

年に起こった松本サリン事件で一時、犯人扱いされた河野義行さんを覚えている 

でしょうか。本人は犯人と疑われ、奥さまはサリン被害で意識が戻らず、長い療 

養生活の末に亡くなられました。それでも河野さんは言います。「現実は現実。与

えられた人生を恨みの感情で生きるのは損。与えられた現実の中で最大限に生き 

る」。どうにもならない現実を肯定する勇気が私たちに気づきや想像力を与えてく

れます。頑張っているのに何も変わらないと思うのは、ゆく河が止まって見えるのと同じこと。行動していれ

ば物事は確実に進んでいきます。歩みを止めずに共に行きましょう。 


